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１．概要

わが社の「ひとわざ（一技）」PRシート
１０．大学

１０－７００２

ひとわざ（一技）名： 雪に耐え、森に溶け込む起立式エコ木橋

　冬期の巨大な積雪荷重を回避するために開発された「床版持ち上げ木橋」です。橋の床版は支軸棒を軸
に回転可能となっており、冬期の積雪期間のみロープなどの支持部材を用いて垂直に立設・固定できる構
造を持っています。雪の降らない春から秋にかけては床版を平坦にして通行し、冬は床版を垂直に立てる
ことで積雪を落とし、雪の重圧を回避します。
　従来の木橋は豪雪に耐えるために鋼製部材を多用し、環境親和性が犠牲になっていました。しかし本木
橋、冬期のみ構造を変形させることで、鋼製部材への依存を減らしつつ積雪による環境外力をかわせるよ
うになります。結果として、自然景観に調和する木質構造物のままで豪雪に耐えうる、高い環境親和性を実
現しています。
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人日本大学）
②　環境親和性を保ちつつ、豪雪による巨大な積雪荷重を回避できます。冬期の積雪時のみ床版を垂直に持ち上げ
て固定する構造により、剛性の低い木質構造物でも雪の重みに耐えられないという課題を克服し、鋼製部材への依
存を減らすことができます。応用分野としては、主に積雪量の多い山間部の登山道や町道などの歩道橋としての活
用が想定されており、自然景観と調和したインフラとして機能します。
③間伐材の利用や環境親和性の高いインフラ整備といった要素は、結果として持続可能な資源利用や環境保全と
いったSDGsの考え方に通じます。
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